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大分県内の自治体初！トイレカーの導入について 

担当：防災危機管理課 安河内（電話 0979-22-1113） 

導入の背景と目的 

 昨年の能登半島地震において、断水や配管の破損等により、トイレの水が流せないなど、

災害時における衛生的なトイレ環境整備の必要性がクローズアップされました。これを受け

て、災害時における安全で快適なトイレ環境の確保を目的として、大分県内の自治体初とな

るトイレカー（１台）の導入を決定し、この度、納車の運びとなりました。 

（外観イメージ） 

 

導入費用 

６，４１２千円（千円未満切り上げ） 

財 源：防災拠点の設置および災害時相互支援体制構築事業支援金（充当率：100％） 

支援元：公益財団法人Ｂ＆Ｇ財団 

災害時応援協定 

協 定 名：自治体トイレカー災害時相互派遣に関する協定 

目 的：トイレカーを所有する協定団体の地域において、地震、風水害その他の災 

害が発生した場合に、友愛精神に基づき、トイレカーを迅速かつ円滑に相 

互派遣することを目的とする。 

参画自治体：宇和島市（愛媛県）…幹事、南あわじ市（兵庫県）、島原市（長崎県）、 

大洲市（愛媛県）、八幡浜市（愛媛県）、いわき市（福島県） 

時 期：令和７年２月または３月（詳細未定）  
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平時の利用 

 市内で開催される防災訓練や各種イベントなどで使用します。 

仕様概要 

車両概要 

用途 糞尿車（普通自動車運転免許で運転可能） 

ベース車両 スズキ CARRY 特装ベース 

車両寸法 全長：3,600mm程度・全幅 1,700mm程度・全高 2,800mm程度 

乗車定員 ２人 

ドア数 ２ドア（トイレ部分：２ドア） 

トイレ概要 

給水タンク容量 約１００ℓ 

便槽タンク容量 約２８０ℓ 

給水方法 ホースによる直接給水 

便槽排出方法 ・汲み取り口からのバキューム 

・強制排水弁からの落下 

トイレ数 ２室 

便座 洗浄便座付き簡易水洗式洋式便器：２基（各室１基） 

主要装備 自動センサー付き手洗い場、化粧鏡、ＬＥＤ照明、電動換気扇、 

手摺り付き収納ステップ 

電源システム ソーラーパネル、サブバッテリー、充電システム（走行、外部入力） 

その他 

 定例記者会見終了後、市役所南口玄関前にて実車展示・説明を行います。（２０分程度） 

 （次第） 

・開会 

・市長あいさつ 

・車両概要説明 

・車両展示 

・閉会 


